
センサーの種類 センサー特性

ＪＴＭ Ｋ０１：１９９８
恒温恒湿槽
性能試験方法及び性能表示方法

白金測温抵抗体
熱電対いずれでも良い

［熱応答速度の要求］
温度検知器の熱応答速度は、時定数で最小１０秒、
最大６０秒相当

■熱電対
　３φ黄銅球
　５φ黄銅球
■測温抵抗体
　メタル無し

ＪＴＭ Ｋ０７：２００７
温度試験槽
性能試験方法及び性能表示方法

白金測温抵抗体
熱電対いずれでも良い

［熱応答速度の要求］
温度検知器の熱応答速度は、時定数（５０％）で最
小１０秒、最大４０秒以内とする。
測定のシステム全体の応答時間も４０秒より短いこ
とが望ましい。

［精度の要求］
■熱電対…JIS Ｃ １６０２のクラス１準拠
■抵抗体…JIS Ｃ １６０４（測温抵抗体）のクラスＡ準
拠

■熱電対
　３φ黄銅球
　５φ黄銅球
■測温抵抗体
　メタル無し

ＪＴＭ Ｋ０９：２００９
温湿度試験槽
性能試験方法及び性能表示方法

白金測温抵抗体
熱電対いずれでも良い

［精度の要求］
■熱電対…JIS Ｃ １６０２のクラス１準拠
■抵抗体…JIS Ｃ １６０４（測温抵抗体）のクラスＡ準
拠

ＪＩＳ Ｃ ９６０７：１９９９ 電気冷蔵庫及び電気冷凍庫

ＪＩＳ Ｃ ９８０１：２００６
家庭用電気冷蔵庫及び電気冷凍
庫の特性及び試験方法

ＤＩＮ １２８８０：２００７－０５
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ ｄｅｖｉｃｅｓ
－Ｈｅaｔｉｎｇ ｏｖｅｎｓ and　ｉｎｃｕｂａｔ
ｏｒｓ．

白金抵抗温度計もしく
はサーミスター

［熱応答速度の要求］
温度感知の最長時間は５秒間とする

記載なし

規格名

規格による温度センサーの違い

［黄銅球を取り付けたセ
ンサーの例］

測定用メタル

記載なし

白金測温抵抗体
熱電対いずれでも良い

［精度の要求］
●熱電温度計
■熱電対…JIS Ｃ １６０２（熱電対）に規定する材料
記号Ｔの精度０．４級のもの又は、同等以上
■計器…JIS Ｃ １６０１（指示熱電温度計）に規定す
る０．５級のもの又は、同等以上

●抵抗温度計
■抵抗体…JIS Ｃ １６０４（測温抵抗体）に規定する
０．１５級のもの
■計器…JIS Ｃ １６０３（指示抵抗温度計）に規定す
る０．５級のもの又は、同等以上

平均温度を測定しやすい
ように25g±5%の測定メタ
ルを取り付ける。
測定メタル：質量25g±
1.25gで最小面積（直径と
高さは15.2mm）のすず
めっきした銅又は黄銅の
円柱

［測定メタルを取り付け
たセンサーの例］

3φ黄銅球付
熱電対

3φ黄銅球付
熱電対

測温抵抗体

測温抵抗体

熱電対


